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日本・東京より、おはようございます。 

 

昼過ぎ、36 名の台湾APRA メンバーが成田空港に到着しました。日本メンバーが空港まで出迎えに来てくれ

たのですが、旧友との再会は本当に嬉しかったです。情熱溢れる抱擁に、故郷へ帰ったかのような暖かい気持

ちになりました。 

言葉は通じないのですが、嬉しい気持ちは一年前の再会からずっと続いているような気がしました。 

 

 

今年は 11回目のAPRA国際交流会、メインスローガンは「KANDO CITY PROJECT宣言：元年」、サブタイ

トルは「These Guys are Good!」でした。 

 

成田空港から千葉県「小湊ホテル三日月」へ向かう途中、九十九里海岸にあるホテルの建設予定地に寄り

ました。これからここに建てられるのは、APRA メンバーの鶴岡秀子氏と、森本氏ら彼女と理念・信念の合う仲

間が一緒に創り上げる、「ザ・レジェンド･ホテル＆トラスト」という感動のホテルです。 

予定地に到着すると、地面にたくさんの小さな風車が挿されていて、その美しさに感動しました。 

私たちの訪問を歓迎するためにホテルの従業員たちが手作りした、福と幸を招く風車です！ 
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ホテル三日月に到着するとすぐに、今回最初の研修に入りました。鶴岡氏による

新ホテル事業のポイントとポリシーの紹介です。  

 

鶴岡氏は、夢の実現の準備に7年を費やしていました。概念構成からイメージ、

宣伝、そして同じ夢を持っている仲間を見つけるまでの過程を、彼女は 45分間

のパワーポイントを使った講話で、APRA の企業家達に分け合ってくれました。 

下記はポイントです。 

 

１．事業使命： 人が自分自身の素晴らしさに気づき本当の幸せを見つけるためのお手伝いをする事。 

２．行動指針： Ⅰ. 自然に感謝し、その偉大さを受け入れる事。 

Ⅱ. 常にエネルギーを充電しつづけ、いつでも分かち合う事。 

Ⅲ. 出会うこと起こること全てに意味を見出し、発展させる努力をする事。 

Ⅳ. 世界が変わるのを待つのではなく、自分が変わることで世界を変えようとする事。 

Ⅴ. 違いを尊重し、人との対話の中から新しい発見をする事。 

Ⅵ. 人を心から信頼し、信頼される自分になる事。 

Ⅶ. どんな時も、すぐに気持ちで恩返しをする事。 
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彼らは、3000 坪の土地に全 15部屋から成る 5棟のヴィラ（Villa）を建て、夢を実現していきます。 

 

今日の夜の歓迎パーティーでは、皆で風車の作り方を習いました。そして、写真による APRA の歴史を鑑賞し

たのですが、お互いの若い頃の姿を見ながら年月の積み重ねを感じ、時の経つ早さに思わず感嘆しました。 

しかしそのように振り返ってみると、十年以上も親交のある在席の友達が皆元気でいる事に温かな気持ちを覚

え、改めて人生の旅を皆と共に歩むことが出来る喜びを実感しました。 

 

夜の歓迎パーティーに、「康適幸福」の鄭雲龍先生が皆

に「八段錦」を見せてくれました、そして、秀珠氏と運金

氏が、角田先生に送る「臥龍」という書のランダム運動

方式(6枚の作品を 1枚の大きな作品にする）で、パズル

を完成しました。またまた感動でした！ 

 

 

 

 

 

 

 

愛と富に満ちた永遠なる世界を作りましょう！ 

JC Hsieh 謝嘉澍 

Auto Telecom Company 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 4 

2006.10.27 (Fri.) JC Journal  APRA in Japan  2 

 

日本・東京より、おはようございます。 

 

今日の学びのポイントは 5 つあります。本当に充実していて得る物の多い研修の一日でした。 

 

午前中は、アシザワ・ファインテック㈱を見学しました。

この会社は 1903 年創業で、設立当初は蒸気機関

車の設計・製造を行っていましたが、現在は「ビーズミ

ル」というカラープリンターインクなどの製造機械をメイン

に生産販売しています。 

その粉砕の技術は、粒子を細菌の100倍も小さい 10

億分の 1 メートルまで細かくすることが出来ます。 

現在 4代目の社長である芦澤直太郎氏は、歴任社

長初めての、機械学科出身ではない人物です。 

大学では法律を専攻し、卒業後は銀行の経理財務部門に４年間勤務しました。2000 年に家業を引き継い

ですぐ、日本バブル経済の崩壊にあい、2年間で売上が半減しました。 

しかし、赤字と売上がほぼ同額という深刻な時期でも、芦澤さんの心の中には信じ続けていた信念がありまし

た。 

「技術・顧客・パートナー全てが第一の前提で、私たちが世界一になれないわけがない！」 

また、2002 年に角田先生と出会い、会社文化の重要性を実感して、「企業組織文化改革」に着手しました。

社員による「百年委員会」を成立し、皆で夢を実現するために共に具体化する方法を考え、同社は「そこまで

やるか！」の技術サービス業となりました。 

2002 年 2月、芦澤社長は社員全体に「1年後に全体社員を解雇する」旨を宣言しました。 

1 年間、社員皆に同じ考えを持たせ、社員全体が一体であることを認識させました。 

 

1年後の2003年（創業100年）には「出航式」を行な

い、自由に乗船か下船かを選択させました。 

家業を企業に転換させ、使命感は社員全員で確認

して、実現していくことにしました。 

 

芦澤社長の過去の映像を見ながらのユーモアに満ち

たスピーチと自然な態度がとても印象に残った感動の

時間になりました。 
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午後からは、六本木にある㈱モック（ハニーズガーデン東京）を見学しました。2000 ㎡という広い敷地のメインは、

結婚式、ギャラリー、会員制レストランとなっています。グループのポリシーは「顧客の声を聞き、感動サービスを

提供するマッチングビジネス」。 

12 年前の名古屋での創業から、今は上場し、年商 200 億円

の企業になりました。 

もともと社員500名規模だったメーカーだったのですが、中国との

低価格競争で日本の工場はとても厳しい状況にあり、倒産し

そうな状況になりました。当時ラジオ放送局で仕事をしていた山

田氏は、父の事業の危機を知り、業種を変えることを勧めたが、

結局は父のこだわりが勝り、説得できませんでした。 

 

ある日ある先輩の話から、山田氏は、自分がモックという会社の持つ夢や情熱を知らない上、会社の責任を担

って切腹する決心もないという事を痛感し、父に全ての責任とリスクを担う事を告げました。 

ゼロからの出発となり、200 回以上の説明で 40％の資金を集め、そうして夢の会社を設立するに至りました。 

山田社長の 45分間の講話の中には、人を励ます感動の話がありました。 

「どんなに細かく経営計画書を書いても、愛を感じられなければ、希望はない」 

「夢だけでなく、理論と数字にも感性が無ければ、夢の実現は難しい」 

  

夕方、1950年に創業した株式会社バンダイを訪問しました。㈱バンダイは、現在社員1000名、年商1300億

円の玩具販売会社です。今年は 50名の新入社員を募集する予定ですが、2万人の応募がありました。 

 

今回対応してくれたのは人事部長でしたが、私が今まで聞い

た会社概要紹介の中では最も完成度が高く、分かりやすく、

ユーモアに満ち、会社の夢と理想と現実を完璧に表した説明

でした。 

1 時間以上に亘るスピードの速い講演者の話を、王氏が流

暢に同時通訳してくれたので、言語の障害はほとんど感じる

ことがなく、本当に感動しました。 

 

下記は私が聞いたポイントです。 

１．「普通」である事は「よくない」事。 

２．普通の人は、「やろう！」という他者からの指示を待ってからやったり、「やるのかな？」と躊躇したりするが、バ

ンダイの社員は常に「やらせて下さい！」という姿勢でいるため、より多くの仕事に恵まれるという最高の報酬を

得ている。 

３．先に声を出した人にこそ、やるチャンスがある。そういうリーダーシップがある人というのは、雄弁で、自立心が

あり、自己実現を追求している人である。 
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４．組織には試行錯誤があるからこそ、煮詰まらずに済む。故に、バンダイには

「とりあえず行動、それから修正、再出発をすればよい」という企業倫理があ

る。新しい一歩を踏み出さなければ、新しい風景を見る事はできない。「0

勝 0敗」よりは「3 勝 2敗」であろうとするべきだ。 

５．自分の常識を超えた事をやってこそ、感動がある。やるなら、楽しくやる。 

６．会社の運命は社員に委ねられている。バンダイの社員は、「To Be 

Wow！」をスローガンに、仕事に取り組んでいる。 

 

 

企業訪問後は、屋形船に乗り、江戸川の夜景を楽しみな

がら海の幸を食材とした和食を堪能しました。川の真ん中

に船を停めていただくと、静かな中に APRA メンバーの笑い

声だけが響き、都会の喧騒を忘れる事ができた事に感動

しました。 

 

 

 

 

夕食後は、日本の伝統芸である津軽三味線を観賞しに、浅

草へ行きました。和の伝統文化に満ちた小さな暖かい民謡酒

場にて、犬の皮で作った三味線や和太鼓に民謡など、若い演

奏者達の活気あるパフォーマンスを見て、生命と団結の力を感

じました。言い表せないほどの感動でした！ 

 

 

 

 

愛と富に満ちた永遠なる世界を作りましょう！ 

JC Hsieh   謝嘉澍 

Auto Telecom Company 
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日本・東京より、おはようございます。 

  

今日も感動でいっぱいな一日でした。 

 

朝は日本で最も完成度の高い「都会型多機能街」で

ある六本木ヒルズを見学しました。 

まずは52階にある大展望台｢東京シティービュー｣に

行き眺望を楽しんでから、「森美術館」を見学。ここで

は「今を生きる」「今を観察」の真意と音と光、動態と

静態の美学が表現されていて、恐怖・喜・怒・哀・楽

と夢の感覚を体感でき、まさに感官と霊性の感動で

した。 

 

その後「品達ラーメン・どんぶり」にて昼食。ここには 7 軒のラーメン・5 軒の丼達人の店が集まっていて、

皆好みのラーメンや丼を自由にチョイスする事が出来ました。 

私は、遠赤外線放出特性の器を使用した「ミネラル塩・大雪山の水を使って作ったチャーシュー塩ラー

メン」を頼みました！ 

感動しました。 

 

午後は APRA JAPAN主催による、一般参加も出来る講演会を聴講しました。 

「感動が人生を変える」という起業家福島正伸先生のお話

を始め、カシータというレストランオーナーの「サービスはハ

ードじゃないよ、ハートだよ」という講話を聴き、内容の素晴

らしさに非常に感動を覚えました。その内容については、

後日別の文章で紹介します。それから、角田先生の「21 世

紀のスタンダードは愛と感動の経営」。 

 

 

偶然なのか、福嶋先生と高橋オーナーの講話は、角田先生の哲学と

考えを証明しているように合致していました。 

大きな石と小さなダイヤモンドとがぶつかったとき、完全な姿で残るの

は、小さなダイヤモンドの方です。企業の強さは規模の大きさで決ま

るのではなく、その内部の団結力で決まるのです。 

APRA JAPANにもAPRA TAIWANに続き、テーマソングが出来ました。




